




















排気ダクトの接続
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①ダクト接続口にダクトを接続して、風漏れの
　ないようにアルミテープを巻いて固定する。

②外壁面に、パイプフード(オプション)を取り付ける。

　・パイプフードの防虫アミ付(細目)は絶対に使用しないでください。
　・パイプフードは強制換気用の低圧損タイプを推奨しております。
　・パイプフードの施工方法は、それぞれの工事説明書をお読みください。

※ダクトは必ず屋外に向かって下り勾配に
　してください。
※アルミテープは風漏れのないように巻いて
　ください。
　(※必要に応じてバンド固定してください。)
※アルミテープは排気ダクトに力が加わらない
　ように巻いてください。

故障の原因となります。

天井裏が低く、後からダクト接続作業が出来ない場合には、
ダクトを浴室内に引き込み排気ダクト接続口にアルミテープを巻いてから
P10｢本体の取り付け｣②のように本体を取り付けます。

ダクト接続作業を先に行う場合

ダクトは必ず屋外側に下り勾配(1/100～1/50)を
設けてください。雨水の浸入や結露水の逆流の
原因になります。

(1)極端な曲げ (4)接続ダクト径
　を小さくする

(2)多数回の曲げ (3)ダクト接続口の
　すぐそばでの曲げ

アルミテープ

ダクト

■次のようなダクトの配管工事はしない

排気ダクト
接続口

パイプフード

外壁
ダクト

浴室内

アルミ
テープ



●ねじの締め込み過ぎに注意してください。

お願い

締め込み目安は、ユニットバス天井とすき間ががなくなった状態で、それ以上の
ねじの締め込みはやめてください。
破損の原因になります。

●ねじの締め込みは必ず手締めで行ってください。

最大締め込みトルクの目安：20N・cm(2kgf・cm)以下
充電式ドライバーを使用すると締め込みトルクが大きすぎて破損の原因になります。

①フロントパネル取付ねじカバーを開けて、付属の取付ねじ４本で本体に固定する。

②フロントパネル取付ねじカバーを閉める。

フロントパネルの取り付け
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取付ねじ

フロントパネル

フロントパネル
取付ねじカバー

本体

フロントパネル
取付ねじカバー



電気工事
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配線コード・アース線・リモコンコードは本体取付位置より2mほど余裕をもたせて

配線してください。

●電源はBF-131SKAは100V、BF-131SKA2は200Vを使用して確実に
　配線を行う
　間違った電源を使用したり不十分な配線をすると、火災や故障の原因となります。

警告

●電気工事・アース工事は電気設備技術基準や内線規定に従って電気工事士が行う
●本機の緑色リード線は必ずアース接続工事を行う［D種接地工事］
●配線コードの接続は確実に行う
●配線コードは分岐ブレーカー(15A以上)より配線する
　やむを得ず他の機器と共用する場合でも、同時に運転した際に許容範囲内で
　あることを確認する。

●アースを確実に取り付け漏電遮断器を設ける(分電盤にあればよい)
●配線コードはVVFφ1.6mm/2.0mmの2〜3芯を使用する
　細い芯線のコードを使用すると、発熱により発火のおそれがあります。

●コードの接続部は、絶対に濡らさないよう防水処理を行う

注意

●電源接続部の安全上のため、コード接続後は必ず配線カバーを取り付けること
ホコリなどが侵入した場合、発火のおそれがあります。

●コンセントおよび換気扇用の壁スイッチは使用しない
漏電・感電や火災のおそれがあります。

●本体電源コードは絶対に切断しない

リモコンコード・本体電源コードは着脱可能です。
着脱を行う場合はP14をお読みください。

※配線コードは右図のように先端を段むきにする。

10～14mm 30～40mm

VVFφ1.6/2.0mm

お願い

　この場合は、点検の際に他の機器も電源を切ることになります。

※BF-131SKA2の場合は

●コードを十分に奥まで差し込んでください。

接続例

市販品のクランプコネクター等で

接続してください。(15A以上)

アース線(緑)アース線(緑)

(白・黒 )

配線コード(分岐ブレーカー側)

(VVFケーブル：1.6mm/2.0mm)

本体側

(白・黒 )

本体電源コード
(VVFケーブル
1.6mm 3芯)
本体より0.5ｍ

リモコンコード本体より約5ｍ

分岐
ブレーカー側

50/60Hz

KK-SKA①

市販品のクランプコネクターで

接続してください。(15A以
上)

アース線（緑）

配線コード(分岐ブレーカー側)

(VVFケーブル：1.6mm/
2.0mm)

※工事説明書をご覧頂き、

  確実に配線を行ってください。

  アース(D種設置工事)

本体電源コード

(VVFケーブル3芯)

本体より0.5ｍ

● 漏電ブレ
ーカーを必

ず設置して
ください

● アース工
事を必ず行

ってくださ
い

（白・黒）

リモコンコード本体より約5ｍ

アース

リモコンコ
ード・本体

電源コード
は着脱可

能です。

着脱する場
合は工事

説明書を
お読みくだ

さい。

黒
白

緑

AC100V入力
アース



リモコンの取付
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リモコンは、次の4種類の取付方法がありますので選択して取り付けてください。
①壁直接取り付け→壁面にφ25mm以上のコード通し穴を開けて直接壁に取り付けます。
②1個用スイッチボックス使用→事前に1個用ボックスを取り付けてリモコンを取り付けます。
③2個用スイッチボックス使用→事前に2個用ボックスを取り付けてリモコンを取り付けます。
④はさみ金具取り付け→市販品のはさみ金具を使用して壁にリモコンを取り付けます。

④リモコンの上ケースを
　下ケースに取り付ける。

※ここでは壁直接取り付けで説明しています

設置工事が終わりましたら、取付状態はしっかりしているか、電気配線・
アース接続・リモコン接続などに誤りはないか再確認してください。お願い

①リモコンの
  上ケースを外す。

②壁を通したリモコンコード
　を下ケースに通して、下ケース
　を壁面に固定ねじで取り付ける。

③上ケースに付いている
　リモコン基板にコネクタを
　接続する。

マイナスドライバー
などを溝に差し込み
回す。

固定ねじ

下ケース

リモコンコード

壁面

上ケース

リモコン基板

コネクタ

壁面

リモコン上ケース

リモコン下ケース

リモコン上ケース

リモコン下ケース

基板カバーの取り外しかた
本体電源コード・リモコンコードを外して施工を行いたい場合、基板カバーを外すことで

取り外しが行えます。

①基板カバーの取付ねじを外す。 ②基板カバーの左側にドライバー(＋/－)を差し込み
　手前に引くように外す。

③リモコンコードはそのままコネクタから取り外す。本体電源コードはアース線のねじを外してから
　コネクタ中央の本体電源コードリリース穴に細いドライバー等を押し込みながらコードを引き抜く。
　配線が完了したら逆の手順で必ず基板カバーを取り付ける。

本体

基板カバー

取付ねじ

リモコンコード

本体電源コード

本体電源コードリリース穴

リモコンコード

本体電源コードアース線



再度　　   を押すと、24時間換気運転が開始します。④

か　　　を押すことにより、24時間換気運転が開始します。①

警 告

ファンやヒーターに触れたり、指や棒をいれない

感電・けが・やけどのおそれがあります。

次の手順にしたがって試運転してください。

●24時間換気が設定してある場合は、24時間換気運転

　に入ります。

●24時間換気が設定してある場合は、24時間換気運転

　に入ります。

●24時間換気が設定してある場合は、24時間換気運転

　に入ります。

●24時間換気が設定してある場合は、24時間換気運転

　に入ります。

1. 24時間換気運転

2. 換気運転 3. 涼風運転

4. 暖房運転 5. 乾燥運転

②もう一度　　   を押すと、24時間換気ランプが点滅し　　　一時停止します。(1時間後自動で解除されます。)

③　　　か　　　を3秒以上長押しすると、24時間換気ランプが点灯から消灯　　　　　　　になり24時間換気運転が→
停止します。

ランプが選択したモードに切り替わります。

② 　　 を押すごとに、乾燥(節電)→乾燥(風)に切り替わる
ことを確認します。

※初期設置時、ブレーカー投入時は24時間換気運転　　   が点滅しています。

換気ボタンの風量(強)ランプとタイマー残時間(初期値
3時間)が点灯し、換気ファンが作動します。

① を押すと、換気(強)運転を開始します。

② 再度　    を押して、換気(強)ランプが換気(弱)ランプに

切り替わることを確認します。

④ を押すと送風/換気ファンが止まり、停止します。

③　　     を押して残時間が変更することを確認します。

④ を押すと送風/換気ファンが止まり、停止します。

③ を押して残時間が変更することを確認します。

②
再度 　    を押して、涼風(強)ランプが涼風(弱)ランプに

切り替わることを確認します。

① を押すと、涼風(強)運転を開始します。

涼風ボタンの風量(強)ランプとタイマー残時間(初期値
3時間)が点灯し、送風/換気ファンが作動します。

④ 　     を押すとヒーターが切れ温風が止まりますが、
ヒーター冷却のため送風/換気ファンが約30秒間運転
してから止まります。
(この間は暖房のランプが点滅しています)

④ 　　  を押すとヒーターが切れ、送風/換気ファンは
ヒーター冷却のため約30秒間運転してから止まります。

(この間は乾燥の該当ランプが点滅しています)

③  を押して残時間が変更することを確認します。

③ を押して残時間が変更することを確認します。

① を押すと、暖房 強(予備)運転を開始します。

暖房ボタンの強(予備)ランプとタイマー残時間(初期値
3時間)が点灯し、送風ファン・ヒーターが作動します。

① を押すと、乾燥(標準)運転を開始します。

乾燥ボタンの(標準)ランプとタイマー残時間(初期値3時間)
が点灯し、送風/換気ファン・ヒーターが作動します。

→ →

② 再度　     を押して、強(予備)ランプが弱(入浴)ランプに

切り替わることを確認します。
→

※冷却はヒーターがONになった場合のみ

試運転
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※乾燥(節電)・乾燥(風)はヒーターはONしません。
　乾燥(節電)は運転時間が残り1時間になるとヒーターがONします。
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各種設定変更のしかた

【設定変更内容一覧表】



室内

各種設定変更のしかた

【静圧－風量特性曲線】

下図【静圧-風量特性曲線】とパイプ抵抗曲線(直管相当長さ別)が交わる箇所が発揮できる風量になります。
【直管相当長さ簡易表】を参照し、おおよその直管相当長さを計算してください。
風量を変更したい場合はP16の【各種設定変更のしかた】を参照し、設定変更を行って下さい。

【直管相当長さ簡易表】

●直管相当長さはダクトの素材や形状によりそれぞれ異なります。
●あくまで目安となります。上記を計算しても風量が足りない、または多いと感じる場合は
　ご希望の設定風量に変更してください。

注意
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(つづき)
静

圧
 P

[P
a
]

50 100 150 200 250

50

100

150

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

25m

0

0

パ
イ

プ
抵

抗
曲

線
(ｍ

)

ダクト長①
1.0m

ダクト長②
0.5m

1曲がり
1.1m相当

パイプフード
(GFP-100E)

7.4m相当

【例】

曲がり1つにつき 1.1ｍ相当　

※ダクト径：φ100 
　曲がり：R100
　亜鉛メッキ鋼管

GFP-100E

GFP-100ED

GFL-100E

GFL-100ED

パイプフード

7.4ｍ相当

10ｍ相当

13ｍ相当

15ｍ相当

φ100

R100の場合

よってパイプ抵抗曲線は10mとなります。

室外

24時間換気/換気(弱)の風量(初期値100m /h)の場合、
風量特性曲線⑦とパイプ抵抗曲線10mが交わる箇所
(約80m /h)が発揮できる風量になります。

換気(強)の風量(初期値180m /h)の場合、風量特性
曲線⑮とパイプ抵抗曲線10mが交わる箇所
(約145m /h)が発揮できる風量になります。

3

3

3

3

直管相当長さ　10m

本体

本体上面図

100V

風量 Q[m /h]3

20m

15m

10m

5m

①[40]24時間換気
②[50]24時間換気
③[60]24時間換気／換気(弱)
④[70]24時間換気／換気(弱)

⑬[160]換気(強)
⑭[170]換気(強)
⑮[180]換気(強)
⑯[190]換気(強)
⑰[200]換気(強)

※工場出荷時設定⇒⑦／⑮

⑨[120]換気(弱)
⑩[130]換気(弱)・(強)
⑪[140]換気(強)
⑫[150]換気(強)

⑤[80]24時間換気／換気(弱)
⑥[90]24時間換気／換気(弱)
⑦[100]24時間換気／換気(弱)
⑧[110]24時間換気／換気(弱)

静
圧

 P
[P

a
]

50 100 150 200 250

50

100

150

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰
0

0

パ
イ

プ
抵

抗
曲

線
(ｍ

)

200V

風量 Q[m /h]3

25m

20m

15m

10m

5m
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ランドリーパイプは天井から20～30cm、吹出口の
中心から40～50cmになるように取り付けてください。

※洗濯物乾燥のとき、温風吹出口付近がいちばん乾きやすくなります。
　

●ランドリーパイプを購入されるときは必ず1本当たり10kg

　以上の重量に耐える不燃性と耐久性ある品物を選んで

　取り付けてください。

●ランドリーパイプの取り付けは、十分強度が得られるよう

　に補強等を確実に行ってください。

●ランドリーパイプの取付位置や温度・湿度条件により乾燥

　時間は変動します。

ランドリーパイプの取り付け(オプション)

異常表示 リモコンに以下の様なエラー表示がでた時は電源を切り、
お買い上げの販売店様へ連絡してください。

天井板
 温風
吹出

2
0

～
3

0
c
m

40～50cm

本体

ランドリーパイプ

吹出口

吹出口中心

室温
サーミスタ
異常 ※1

原因 備考

断線
短絡等

乾燥
暖房のみ
運転不可( 早点滅 )

室温異常

※1 ※2 ( 早点滅 )

室温 60℃
以上検出

乾燥
暖房のみ
運転不可

リモコン
通信異常

( 早点滅 )

断線
短絡
ノイズ等

リモコン
ケーブル
等交換

リモコン側
メモリエラー

リモコン側
メモリ
読込エラー

全停止
( リセット
後復帰 )

※3

エラー
内容 遅点滅→1 秒間隔早点滅→0.25 秒間隔

リモコンエラー表示内容 原因 備考
遅点滅→1 秒間隔早点滅→0.25 秒間隔

リモコンエラー表示内容

( 早点滅 )

リモコン
機種違い

接続
リモコン
違い

運転不可
( 正常リモコン
接続で復帰 )( 遅点滅 )

電源異常
運転不可
( 復帰不可 )

※5、6( 早点滅 )

ボタン
ショート
検知エラー

ボタンが
15 秒間
連続で ON

該当
ボタン
( 早点滅 )

全停止
( リセット
後復帰 )

※3

( 早点滅 )

エラー
内容

※4 ( 早点滅 )

電源端子台
サーミスタ
異常温度感知時( 早点滅 )

全停止
( 電源再投入
で復帰 )

ヒーターリレー
異常

( 早点滅 )( 早点滅 )

全停止
( リセット
後復帰 )

※3

ファン異常
( 早点滅 )

全停止
( リセット
後復帰 )

※3

電源端子台
サーミスタ
異常

ヒーターの
制御エラー



チェック内容 参照ページ チェック欄

吹出方向は洗い場側に向いていますか？

本体の製造番号とフロントパネルの製造番号は一致していますか？

※チェックが終了したら取扱説明書と工事説明書(本書)をお客様へお渡しください。

本体を附属のねじで確実に固定しましたか？

異常音はありませんか？

下記の確認表にしたがい、確実に施行したかを再度確認してください。

スポンジパッキンを取付枠に取り付けましたか？

配線コード、アース線の接続は確実ですか？

ランドリーパイプの取付位置は適正ですか？

P9

P10

P13

P10

P18

19

P2



①ファンを両手で持ち、引き抜く。

4.ファンを外す

①掃除機でホコリを吸い
　取る。

5.ファンのお手入れ
②台所用中性洗剤を薄めたぬるま湯
　に浸し、水洗いしたあと、からぶき
　をして水滴をよくふきとる。
　熱による乾燥はしない。
　(変形、変色の原因になります)

6.各部品の取り付け
①ワッシャーの山と、ファンの谷を
　合わせ、ファンを最後まで押し込む。
②以下外しかたの逆の手順で組み立てる。

ワッシャーの山

ファンの谷

①ファン固定ナットを半時計回りに回し外す。
　(ナットは手で回すことができます )

3.ファン固定ナットを外す

①フロントパネル取付ねじカバー(４箇所)を外側にスライドさせる。
②取付ねじ(４箇所)を緩める。
③パネルを本体から外す。

1.フロントパネルを外す
①取付ねじ(3箇所)を外し、ケーシングを斜めに引く。

2.ケーシングを外す

■お手入れの際は、分電盤のブレーカーを切る

感電やけがをすることがあります。警告

ぬるま湯

台
所
用
中
性
洗
剤

ファン固定ナット
ファン

ファンのお手入れ
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フロントパネル
取付ねじカバー

取付ねじ 取付ねじ

ケーシング




